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	子どもたちへの支援に役立つ情報を伝える
	R８.４月 発行
	大阪府立東大阪支援学校

	中河内ブロック支援教育 地域支援整備事業の主な内容
	Pickup!
	新年度に入り、新しい場所で新しい子どもたちとの出会いがあった方もたくさんおられると思います。その中で、「あの子のことが何か気になる」「どう声かけをしたらいいか...」「この支援方法でいいのかな？」と感じる場面はありませんか？
	小さな“気づき”が大きな「困り感」になる前に、適切な支援を受けることで、その子が失敗を繰り返し自信をなくしてしまうことを防ぐことができます。つまずきの背景や子どもの学びを支える支援について一緒に考えませんか？

	支援に関するお悩みありませんか？
	来校相談
	地域の先生方が支援学校に来校して実施
	指定の相談票を持参いただき、個別の事例について相談ができます。相談と合わせて支援学校内の見学も可能です。また、電話やオンラインによる相談にも応じています。
	学校園から支援学校に直接お問い合わせください。　東大阪支援学校　LS  西村・宮城 　　　　☎０７２－９８４－８１４１


	訪問相談
	支援学校教員が各学校園に訪問します
	ケースに応じて子どもの観察や授業見学を行った後、ケース会議に参加します。

	Check!
	支援教育地域支援整備事業って？
	府内全域の支援教育の充実をはかるために、「府立支援学校」と「市町村教育委員会」、小中支援学級・通級指導教室担当者などからなる「市町村リーディングチーム」が連携し、支援教育に関する相談や支援が円滑に実施できるように整備された事業です。
	チームで支援！中河内ブロック
	中河内ブロックは公立・私立を問わず、八尾市・東大阪市・柏原市の保育所（園）、幼稚園、こども園、小中学校、義務教育学校及び高等学校の教職員や保護者のニーズに即応できる体制づくりをしています。

	拠点校型相談会
	研修講師
	支援教育に関する校内研修など
	支援教育を進めるために先生方をサポートします。各学校園のニーズに応じるため、事前に打ち合わせや学校訪問をさせていただく場合があります。

	中河内ブロック研修会にご参加ください！
	令和８年度は東大阪支援学校が窓口となります。八尾支援学校と連携して行います。



